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1. 地図上でのコントロールディスクリプション誤表記に関して 

 

 本大会では、地図上のコントロール位置説明（以下、位置説明）及びコントロールコー

ド（以下、番号）が誤っている事態が発生しました。競技開始後に誤りに気づいた競技者

による報告によって初めて事態が発覚しました。 

 

誤 150,特殊な人工特徴物（×） 正 121,特殊な人工特徴物（○） 

誤 151,尾根   正 122,沢 

誤 152    正 123 

誤 38    正 60 

 

 以上の誤った位置説明及び番号が 6M-1,6M-2,6M-3,5M,初心者クラスで使用されまし

た。 

 3分前枠で配布される位置説明表は正しいので、そちらを見て競技した選手は問題なく

競技できましたが、地図上の位置説明を見て競技した選手は位置説明が誤っていることに

よりタイムが遅くなってしまったという選手がいました。そのため、競技の公平性に欠け

ると判断し、上記のクラスについては競技不成立としました。 

 

下図は地図に記載されていた誤った位置説明表です。 



 

 

 

 

2. 位置説明誤表記の原因 

 

 前提として、本大会ではロングディスタンス競技とミドルディスタンス競技がありまし

た。ロングディスタンス競技では地図のサイズが B4であったことに対し、ミドルディス

タンス競技では A4でした。また、初心者クラスは縮尺 1:7500です。そのため競技には 

 

(a) B4のレイアウトの原図 

(b) (a)を下絵地図としたコース図 

(c) A4のレイアウトの原図 

(d) (c)を下絵地図としたコース図 

(e) A4で縮尺 1:7500のレイアウトの原図 

(f) (e)を下絵地図としたコース図 



 

の 6種類の OCADデータを使用して、それぞれの地図を作成しました。コース図は(b)の

コース図を複製し、下絵地図をそれぞれのレイアウトの原図とすることにより、コース図

としました。 

 

 競技責任者が B4のコース図(b)で全てのコースを作成した後、役員全員（運営責任者、

コントローラ、各パートチーフ）からの修正点を受け修正をし、コース確定としました。

この時、A4のコース図(d)において修正漏れが発生したと考えられます。 

 印刷前に役員で(b)(d)(f)の最終確認を行い、判明した誤りについては全てのコース図及び

原図で修正を行った後、印刷を行いました。しかし、上記の誤りについては気づくことが

できませんでした。 

 コース図の印刷後、シーリング作業担当者に地図を託した後は、地図を確認することは

ありませんでした。大会前日に競技責任者とコントローラが全てのコントロール位置と番

号を現地で確認しましたが、このとき使用していた全コントロール図が B4コース図(b)の

ものであったため、A4コース図(d)の誤りに気づくことができませんでした。 

 

 

3.反省とお詫び 

 

 このような事態を避けるために、一つのコース図を確定させた後にコース図を複製、地

図調製を行なうべきでした。修正漏れがあったとしても、全ての地図が誤っていることに

なり、今回の場合、前日の確認で気づく可能性があったと言えます。しかし、今回は一部

が正しいもので一部が誤っていたため、誤っていることに気づくことができませんでし

た。 

 また、修正漏れとして、クラスの誤表記もありました。6M-1,6M-2,6M-3,と正しいクラ

ス名がそれぞれのコース図では表記されていたのですが、全コントロール図(b)では

6Ma,6Mb,6Mcと誤表記されていました。 

 データを複製するということは、修正、確認の手間も大きくなり、ミスが生じやすくな

ります。また、修正を加えた場合、その修正に関する確認を必ず２人以上でするべきだと

痛感しました。特に地図といった競技の要となるものについてはよりいっそう慎重を期す

るべきでした。今後、このような事態が起こることのないよう細心の注意をはらいます。 

 本件で多大なるご迷惑をおかけいたしましたことを、深くお詫びいたします。以上をも

ちまして、競技責任者からの報告といたします。 

2015年 2月 23日 

競技責任者 熊見弘一 


